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Roles of Amino acids in Cochlear Degeneration 
*Morphological changes in cochlear outer hair cel Is following 
glutamate appl ication. 
*Deprivation of cystine induces death of cochlear hair cells of 





















【材料と方法】ハートレイ系モルモット(250g)を12匹用いた。蝋牛を採取し. Dulbecco' s Modified 
Eagle Mediumにンスチンを 1叫iを加えた培芸i化 mlEMにシスチン10刈加えた培養液. I)MEMのみの培養液に























有毛細胞の生存に関与するかにつき検討した。 Dulbccco's Modifi巴dEag) e Mcdium(DMEM)にシスチンを加
えた培養液およびDM酬のみの培養液にて屠養しその後トリパンブルーにて変性細胞を染色した。外有毛
細胞のトリパンブルー陽性の変性細胞の割合は， DMBMのみで情養した標本ではシスチンを加えた屠養液の
標本と比べて有意に変性細胞が増加していた。
以上の結果より外有毛細胞がクぶルタミン酸により傷害をうけること，およびシスチンが内耳の恒常性維
持に必要であることが証明されたc シスチンはその綱胞内輸送系をグルタミン酸と共有しており，グルタ
ミン酸によりシスチンの細胞内取り込みが倍抗されるc 細胞外の過剰なグルタミン酸は細胞内シスチンを
誠少させ，ひいてはそのシスチンの生成物であり.抗酸化物質であるグルタチオンを減少させ，細胞変性
が生じると推測されたの
本論文は，グルタミン酸による有毛細胞傷害の機序のひとつとして，シスチンの取り込み障害が関与す
る可能性を示唆したものであり，虚血や騒音二による嫡牛障害の機序の解明に新しい知見を加えた。
よって著者は博士(医学)の学似を授与されるに値するものと判定された。
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